
平成２８（２０１６）年７月２７日 

都 市 計 画 審 議 会 資 料 

都 市 基 盤 部 都 市 計 画 担 当  

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の改正に伴う 

地区計画の変更（原案）について 

１ 種類・名称（告示日） 

  東京都市計画防災街区整備地区計画 

南台一・二丁目地区防災街区整備地区計画（平成１２年 ２月２１日） 

  東京都市計画地区計画 南台四丁目地区地区計画（平成１１年１０月２８日） 

２ 変更理由 

上記２地区の地区計画では、地区整備計画に定める建築物の用途の制限において、風

俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号。以下、「風

営法」という。）第２条第１項に示された風俗営業の一部を規制している区域がある。 

ナイトクラブ及びダンスホールにおける規制について、ダンスをめぐる国民の意識の

変化や風紀等の面で支障が生じる蓋然性が弱まったことなどに基づき、平成２７年６月

２４日に風営法の一部が改正され（平成２８年６月２３日施行）、風営法第２条第１項各

号について号ずれ等が生じた。 

ついては、上記２地区の地区計画について、表記内容を今回の風営法の改正に合わせ

て整合させる必要があるため、所要の変更を行う。 

３ 風営法の改正概要・・・別紙１ 

風営法第２条第１項に規定する風俗営業から除外されるダンスホールやナイトクラブ

（照度１０ルクス超）等について、風営法改正の趣旨を踏まえて、地区計画に定める建

築物の用途の制限においても対象外とする。 

４ 地区計画の変更（原案） 

風営法第２条第１項各号に規定する風俗営業について、統合や削除により号ずれが生

じるため、風営法改正後の規定に合うよう、下記２地区の地区計画に定める建築物の用

途の制限について規定の整備を行う。 

・南台一・二丁目地区防災街区整備地区計画・・・別紙２－１ 

・南台四丁目地区地区計画・・・別紙２－２ 

５ これまでの主な経緯と今後の予定 

２０１６年 7月５日～７月１９日 地区計画変更原案の公告・縦覧 

～７月２６日 意見書収集 

９月上旬 地区計画変更案の公告・縦覧、意見書収集 

１０月中旬 中野区都市計画審議会（諮問） 

１０月下旬 都市計画決定・告示 



◆風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の改正概要（風営法第２条第１項各号（風俗営業）の対象図） 
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新１号営業 

キャバレー、キャバクラなど 
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スロットマシーン、テレビゲーム機 

（客席の照度１０ルクス以下） 
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※今回改正される、客にダンスをさせる営業に係る規制範囲の内容 

≪改正の理由≫ 

 これまで、ナイトクラブ及びダンスホールは風営法上の風俗営業に該当し、種々の規制を受けてきたところであるが、ダンスをめぐる国民の意識の変化や風紀上の問題が生じ

る恐れが少なくなったことを踏まえ規制の緩和が図られることとなった。 

①客にダンスをさせ、かつ、客の接待をし

て客に飲食をさせる営業（キャバレー等） 

②客にダンスをさせ、かつ、客に飲食をさ

せる営業（クラブ、踊れるレストラン等） 

③客にダンスをさせる営業

（ダンスホール等） 

【低照度でなく、深夜まで営業するもの（酒類の提供を伴うものに限る。）】 

⇒ 特定遊興飲食店営業として規制。都道府県公安委員会の許可が必要。 

【低照度でなく、深夜に営業しないもの】、【低照度でなく、酒類の提供を伴わないもの】 

⇒ 飲食店営業として規制

風営法の規制から除外 

【接待をするもの】又は【低照度のもの】 ⇒ 引き続き風俗営業として規制 
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別紙１ 
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